
(57)【要約】

【課題】高速，高精度，高精細を達成する長尺記録ヘッ

ドのインク吐出口を密封するキャップ部材，およびこれ

を用いたインクジェット記録装置において，キャップ部

材をインク吐出面に押付ける際に，少ない押付負荷で，

かつ均一な接触圧でインク吐出口を密封することで，記

録ヘッドの性能を維持することを目的とする。

【解決手段】インク吐出面と密接するキャップ部材のキ

ャップ開口部を形成するリブ部分に，短辺と長辺および

コーナー部にＲ形状を有し，キャップ底面の腰部分をリ

ブ短辺部分下部の腰幅がリブ長辺部分下部の腰幅よりも

大きい形状とし，これをキャップ部材として適用するこ

とにより，少ない押付負荷でインク吐出口を均一な接触

圧で密封することができ，高速，高精度，高精細を達成

する長尺記録ヘッドの性能を維持することができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
イ ン ク を 吐 出 し て 被 記 録 材 に 記 録 を 行 う イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に 用 い ら れ る 記 録 ヘ ッ ド
の イ ン ク 吐 出 口 の 周 囲 部 に 密 接 可 能 な キ ャ ッ プ 部 材 で あ っ て ，
キ ャ ッ プ 底 面 に イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る キ ャ ッ プ 開 口 部 を 形 成 す る リ ブ 部 分 よ り 広 い 腰 部
分 を 有 し ， こ の 腰 部 分 の 弾 性 変 形 に よ っ て イ ン ク 吐 出 面 と リ ブ 表 面 と に 生 じ る 傾 き を 吸 収
し イ ン ク 吐 出 口 を 密 封 す る 機 構 を 有 す る キ ャ ッ プ 部 材 に お い て ，
リ ブ 部 分 に 短 辺 と 長 辺 お よ び コ ー ナ ー 部 に Ｒ 形 状 と を 有 し ， リ ブ 短 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 が リ
ブ 長 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る キ ャ ッ プ 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 キ ャ ッ プ 部 材 は ， 塩 素 化 ブ チ ル ， も し く は シ リ コ ー ン ゴ ム で 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の キ ャ ッ プ 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 キ ャ ッ プ 部 材 は ， リ ブ 長 辺 部 分 の 長 さ が リ ブ 短 辺 部 分 の 長 さ の １ ． ５ 倍 以 上 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の キ ャ ッ プ 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 キ ャ ッ プ 部 材 は ， リ ブ 短 辺 部 分 ， 長 辺 部 分 ， Ｒ 部 分 の 断 面 形 状 が 略 半 円 状 の 凸 形 状 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の キ ャ ッ プ 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
イ ン ク を 吐 出 す る 記 録 ヘ ッ ド を 用 い て 被 記 録 材 に 記 録 を 行 う イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 で あ
っ て ，
前 記 記 録 ヘ ッ ド の イ ン ク 吐 出 口 の 周 囲 部 に 密 接 し て 前 記 イ ン ク 吐 出 口 を 密 封 可 能 な キ ャ ッ
プ 部 材 と 前 記 キ ャ ッ プ 部 材 を 支 持 す る キ ャ ッ プ 支 持 部 材 と を 具 え ， 前 記 キ ャ ッ プ 部 材 が キ
ャ ッ プ 腰 部 分 外 側 の 外 周 を キ ャ ッ プ 支 持 部 材 に よ り 支 持 固 定 さ れ ， キ ャ ッ プ 支 持 部 材 に 負
荷 さ れ る 荷 重 に よ り ， キ ャ ッ プ 腰 部 分 外 側 の 外 周 に 均 一 な 荷 重 が 加 わ る こ と を 特 徴 と す る
イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ， イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 お よ び そ の キ ャ ッ プ 部 材 に 関 し ， こ の キ ャ ッ プ 部 材 は
， イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド の イ ン ク 吐 出 口 を 覆 う よ う に 装 着 さ れ ， イ ン ク 吐 出 口 の 保 護
と 共 に 記 録 ヘ ッ ド の イ ン ク 不 吐 出 防 止 の た め の 回 復 系 と し て 使 用 さ れ 得 る キ ャ ッ プ 部 材 及
び そ れ を 有 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に 対 し て 着 脱 自 在 な 記 録 ヘ ッ ド に つ い て ， 運 搬 ， 保 管 時 な ど の 長
期 保 存 時 に 記 録 ヘ ッ ド の 吐 出 口 の 保 護 を 行 う 構 成 （ ヘ ッ ド 保 護 部 材 ） と し て ， 弾 性 部 材 を
吐 出 面 に 押 付 け て 密 封 さ せ る 構 成 （ ヘ ッ ド 保 護 用 キ ャ ッ プ ） が 知 ら れ て い る 。 ま た ， イ ン
ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に つ い て ， 記 録 ヘ ッ ド と 対 向 し た 位 置 に 設 け ら れ ， 非 記 録 時 も し く は
記 録 ヘ ッ ド に 対 す る 回 復 動 作 要 求 時 に ， 記 録 ヘ ッ ド の イ ン ク 吐 出 面 に 装 着 さ れ る 構 成 （ ヘ
ッ ド 保 護 ， 吸 引 用 キ ャ ッ プ ） と い う も の も 知 ら れ て お り ， こ れ ら の 部 材 に は ， 衝 撃 ， 振 動
， あ る い は 環 境 温 度 の 変 化 な ど に 対 し ， イ ン ク 漏 れ を 起 こ す こ と が な く ， 吐 出 口 を 保 護 す
る こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
簡 単 に ， 図 ４ に ， 記 録 ヘ ッ ド ， キ ャ ッ プ 部 材 ， 及 び キ ャ ッ プ 支 持 部 材 の 構 成 図 を 示 す 。 ４
１ は キ ャ ッ プ 部 材 ， ４ ２ は キ ャ ッ プ 支 持 部 材 ， ４ ３ は 押 付 け 方 向 ， ４ ４ は 記 録 ヘ ッ ド ， ４
５ は イ ン ク 吐 出 面 ， ４ ６ は イ ン ク 吐 出 口 ， を 示 す 。 キ ャ ッ プ 支 持 部 材 ４ ２ が 押 付 け ら れ る
こ と に よ り ， キ ャ ッ プ 部 材 ４ １ が ， イ ン ク 吐 出 面 ４ ５ に 密 接 し ， イ ン ク 吐 出 口 ４ ６ を 密 封
す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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従 来 の キ ャ ッ プ 部 材 お よ び そ の 構 成 と し て は ， 例 え ば ， 弾 性 変 形 可 能 で 記 録 ヘ ッ ド の 吐 出
面 に 密 接 す る キ ャ ッ プ 部 材 （ 無 垢 型 キ ャ ッ プ ） と ， こ の キ ャ ッ プ 部 材 を 支 持 し か つ イ ン ク
吐 出 面 と キ ャ ッ プ 部 材 と の 傾 き を 補 正 す る 支 持 機 構 と ， 前 記 キ ャ ッ プ 部 材 お よ び 支 持 部 材
を 押 付 負 荷 す る 押 付 け 機 構 と ， を 備 え た 構 成 や ， 弾 性 変 形 可 能 で 記 録 ヘ ッ ド の 吐 出 面 に 密
接 す る キ ャ ッ プ 部 材 自 身 に 弾 性 変 形 に よ っ て イ ン ク 吐 出 面 と キ ャ ッ プ 部 材 と の 傾 き を 補 正
す る 腰 部 分 を 有 す る キ ャ ッ プ 部 材 （ 腰 型 キ ャ ッ プ ） と ， こ の キ ャ ッ プ 部 材 を 押 付 負 荷 す る
押 付 け 機 構 と ， を 備 え た 構 成 が 上 げ ら れ る 。 上 記 に 示 す ， こ れ ら の 従 来 の 記 録 用 ヘ ッ ド の
ヘ ッ ド 保 護 部 材 は ， 実 用 化 さ れ て お り ， 現 状 で は 満 足 の い く も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 近 年 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 は ， 更 な る 印 字 の 高 速 化 ， 高 画 質 化 ， 高 精
細 化 が 求 め ら れ て い る 。 そ の た め ， 記 録 ヘ ッ ド も ， 例 え ば １ 列 に 配 置 す る ノ ズ ル 数 を 増 や
し た 長 尺 化 や ， ノ ズ ル の 高 密 度 化 や ， 小 ノ ズ ル 径 化 等 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ こ で 特 に ， ノ ズ ル の 高 密 度 化 ， 小 ノ ズ ル 径 化 を 図 り ， 高 速 化 対 応 の た め に １ 列 の ノ ズ ル
数 を 増 や し た 長 尺 ヘ ッ ド に 対 し て ， 長 尺 ヘ ッ ド に 対 応 し た イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る リ ブ 部
分 の 縦 横 比 の 異 な る 従 来 の 腰 型 キ ャ ッ プ ， お よ び そ の 構 成 を 適 用 し よ う と す る と ， 以 下 の
よ う な 問 題 が 生 じ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 来 の リ ブ 部 の 縦 横 比 が 異 な る 腰 型 キ ャ ッ プ で は ， イ ン ク 吐 出 面 へ の 押 付 け に よ っ て 生 じ
る 接 触 圧 は ， リ ブ 部 Ｒ 形 状 部 分 ， 短 辺 部 分 で 高 く な る 傾 向 が あ る 。 従 来 の 記 録 ヘ ッ ド は ，
こ の よ う な 接 触 圧 の 不 均 一 に 絶 え う る 構 成 で あ り ， キ ャ ッ プ は 密 封 性 を 確 保 で き て い た が
， し か し 近 年 の 記 録 ヘ ッ ド で は ， 高 密 度 化 ， 小 ノ ズ ル 径 化 に よ り ヘ ッ ド 構 造 が 複 雑 か つ 繊
細 に な っ た た め ， 上 記 に 示 す 従 来 の 腰 型 キ ャ ッ プ ， お よ び そ の 構 成 で は ， イ ン ク 吐 出 面 に
押 付 け る と ， 吐 出 面 に 対 し て 局 所 的 に 強 い 力 が 加 わ り ， ヘ ッ ド が 変 形 し て ， 高 画 質 ， 高 精
細 な 記 録 を 行 う こ と が 出 来 な く な る 可 能 性 が あ る 。 そ こ で ， 押 付 負 荷 を 低 減 さ せ る と ， 接
触 圧 の 不 均 一 性 か ら キ ャ ッ プ 部 材 が イ ン ク 吐 出 口 を 密 封 で き な く な る 恐 れ さ え も で て く る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 よ り ， 近 年 の 高 速 ， 高 画 質 ， 高 精 細 を 達 成 す る 長 尺 の 記 録 ヘ ッ ド に 対 し て は ， ヘ ッ ド
の 変 形 を 抑 え て ， イ ン ク 吐 出 口 を 密 封 す る 必 要 が あ り ， そ の た め に ， 少 な い 押 付 負 荷 で ，
か つ 均 一 な 接 触 圧 で 密 封 性 を 確 保 で き る キ ャ ッ プ 部 材 お よ び イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 が 必
要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で ， 本 発 明 で は ， 少 な い 押 付 負 荷 で ， イ ン ク 吐 出 口 を 均 一 な 接 触 圧 で 密 封 で き る キ ャ
ッ プ 部 材 お よ び こ れ を 用 い た イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 下 記 構 成 を 特 徴 と す る キ ャ ッ プ 部 材 お よ び イ ン ク
ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
〔 １ 〕 ： イ ン ク を 吐 出 し て 被 記 録 材 に 記 録 を 行 う イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に 用 い ら れ る 記
録 ヘ ッ ド の イ ン ク 吐 出 口 の 周 囲 部 に 密 接 可 能 な キ ャ ッ プ 部 材 で あ っ て ， キ ャ ッ プ 底 面 に イ
ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る キ ャ ッ プ 開 口 部 を 形 成 す る リ ブ 部 分 よ り 広 い 腰 部 分 を 有 し ， こ の 腰
部 分 の 弾 性 変 形 に よ っ て イ ン ク 吐 出 面 と リ ブ 表 面 と に 生 じ る 傾 き を 吸 収 し イ ン ク 吐 出 口 を
密 封 す る 機 構 を 有 す る キ ャ ッ プ 部 材 に お い て ， リ ブ 部 分 に 短 辺 と 長 辺 お よ び コ ー ナ ー 部 に
Ｒ 形 状 と を 有 し ， リ ブ 短 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 が リ ブ 長 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 よ り も 大 き い こ と を
特 徴 と す る キ ャ ッ プ 部 材 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 ２ 〕 ： 上 記 キ ャ ッ プ 部 材 は ， 塩 素 化 ブ チ ル ， も し く は シ リ コ ー ン ゴ ム で 形 成 さ れ て い る
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こ と を 特 徴 と す る 〔 １ 〕 に 記 載 の キ ャ ッ プ 部 材 。
【 ０ ０ １ ３ 】
〔 ３ 〕 ： 上 記 キ ャ ッ プ 部 材 は ， リ ブ 長 辺 部 分 の 長 さ が リ ブ 短 辺 部 分 の 長 さ は １ ． ５ 倍 以 上
で あ る こ と を 特 徴 と す る 〔 １ 〕 に 記 載 の キ ャ ッ プ 部 材 。 尚 ， こ の 比 率 が ５ 倍 以 上 の 場 合 に
は ， 〔 １ 〕 に 記 載 の キ ャ ッ プ 部 材 の リ ブ 短 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 を リ ブ 長 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 の
１ ． ５ 倍 以 上 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
〔 ４ 〕 ： 上 記 キ ャ ッ プ 部 材 は ， リ ブ 短 辺 部 分 ， 長 辺 部 分 ， Ｒ 部 分 の 断 面 形 状 が 略 半 円 状 の
凸 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 〔 １ 〕 に 記 載 の キ ャ ッ プ 部 材 。
【 ０ ０ １ ５ 】
〔 ５ 〕 ： イ ン ク を 吐 出 す る 記 録 ヘ ッ ド を 用 い て 被 記 録 材 に 記 録 を 行 う イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録
装 置 で あ っ て ， 前 記 記 録 ヘ ッ ド の イ ン ク 吐 出 口 の 周 囲 部 に 密 接 し て 前 記 イ ン ク 吐 出 口 を 密
封 可 能 な キ ャ ッ プ 部 材 と 前 記 キ ャ ッ プ 部 材 を 支 持 す る キ ャ ッ プ 支 持 部 材 と を 具 え ， 前 記 キ
ャ ッ プ 部 材 が キ ャ ッ プ 底 面 腰 部 分 の 外 側 を キ ャ ッ プ 支 持 部 材 に よ り 支 持 ， 押 圧 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 作 用 ）
本 発 明 で は ， イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る キ ャ ッ プ 開 口 部 を 形 成 す る リ ブ 部 分 に 短 辺 と 長 辺 お
よ び コ ー ナ ー 部 に Ｒ 形 状 と を 有 し ， キ ャ ッ プ 底 面 の 腰 部 分 を リ ブ 短 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 が リ
ブ 長 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 よ り も 大 き い 形 状 と し ， こ れ を キ ャ ッ プ 部 材 と し て 適 用 す る こ と に
よ り ， 少 な い 押 付 負 荷 で イ ン ク 吐 出 口 を 均 一 な 接 触 圧 で 密 封 す る こ と が で き ， 高 速 ， 高 精
度 ， 高 精 細 を 達 成 す る 長 尺 の 記 録 ヘ ッ ド に 対 し て ， 前 記 性 能 を 維 持 し た 状 態 で の イ ン ク 吐
出 口 の 密 封 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 形 態 １ ）
以 下 に 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 を 図 示 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ は 本 発 明 に 係 わ る キ ャ ッ プ 部 材 ， 及 び キ ャ ッ プ 部 材 を 支 持 ， 押 付 負 荷 す る 支 持 部 材 の
図 で あ る 。 図 １ に お い て ， １ １ は キ ャ ッ プ 部 材 ， １ ２ は キ ャ ッ プ 部 材 を 支 持 ， 押 付 負 荷 す
る 支 持 部 材 ， １ ３ は キ ャ ッ プ 腰 部 分 ， １ ４ は キ ャ ッ プ リ ブ 部 分 ， １ ５ は キ ャ ッ プ リ ブ 部 長
辺 ， １ ６ は キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状 部 ， １ ７ は キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺 ， で あ る 。 図 ２ に 本 発 明 の
キ ャ ッ プ 部 材 の Ｙ Ｚ 断 面 図 を 示 す 。 １ １ は キ ャ ッ プ 部 材 ， １ ２ は 支 持 部 材 ， ２ １ は 短 辺 側
の キ ャ ッ プ 腰 部 分 Ｌ １ ， １ ４ は キ ャ ッ プ リ ブ 部 分 で あ る 。 図 ３ に 本 発 明 の キ ャ ッ プ 部 材 の
Ｘ Ｚ 断 面 図 を 示 す 。 １ １ は キ ャ ッ プ 部 材 ， １ ２ は 支 持 部 材 ， ３ １ は 長 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部
分 Ｌ ２ ， １ ４ は キ ャ ッ プ リ ブ 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 で は ， 図 ２ に 示 す キ ャ ッ プ 部 材 Ｙ Ｚ 断 面 図 ， 図 ３ に 示 す キ ャ ッ プ 部 材 Ｘ Ｚ 断 面
図 に お い て ， そ れ ぞ れ ， 図 ２ に 示 す 腰 部 分 ２ １ の 腰 幅 Ｌ １ を ， ０ ． ７ ５ ｍ ｍ ， 図 ３ に 示 す
腰 部 分 ３ １ の 腰 幅 Ｌ ２ を ， ０ ． ５ ０ ｍ ｍ と し た 。 す な わ ち ， キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺 側 下 部 の
腰 幅 Ｌ １ と キ ャ ッ プ リ ブ 部 長 辺 側 下 部 の 腰 幅 Ｌ ２ と の 関 係 が ， Ｌ １ ＞ Ｌ ２ を 満 た し て い る
キ ャ ッ プ 部 材 と し た 。 ま た ， 図 １ に 示 す キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺 １ ７ の 長 さ を ２ ． ５ ｍ ｍ ， キ
ャ ッ プ リ ブ 部 長 辺 １ ５ の 長 さ を １ ８ ． ４ ｍ ｍ ， す な は ち ， リ ブ 長 辺 の 長 さ が リ ブ 短 辺 の 長
さ の 約 ７ 倍 の 形 状 と し た 場 合 の 例 で あ り ， キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状 部 １ ６ の 曲 率 半 径 を １ ． ２
５ ｍ ｍ と し た 。 キ ャ ッ プ の 材 質 に は 塩 素 化 ブ チ ル を 用 い ， 支 持 部 材 に 押 付 荷 重 ３ Ｎ を 与 え
た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ は ， 上 記 記 述 の 本 発 明 の 構 成 を 適 用 し た 装 置 で の キ ャ ッ プ 部 材 の 変 形 状 態 の １ 例 を 示
す 図 で あ る 。 ５ １ は 短 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部 分 Ｌ １ ， ５ ２ は 長 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部 分 Ｌ ２ で
あ る 。 キ ャ ッ プ 支 持 部 材 へ の 押 付 け 荷 重 に よ り ， キ ャ ッ プ 腰 部 分 の 外 側 か ら キ ャ ッ プ 部 材
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が 押 付 け ら れ ， キ ャ ッ プ 腰 部 分 が 弾 性 変 形 し た 状 態 で ， イ ン ク 吐 出 面 に キ ャ ッ プ リ ブ 表 面
が 密 接 し ， イ ン ク 吐 出 口 を 密 封 す る 変 形 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 状 態 で の ， イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る キ ャ ッ プ リ ブ 部 外 周 の 接 触 圧 分 布 は 図 ７ の よ う に
な る 。 図 ７ に 示 す 接 触 圧 分 布 は キ ャ ッ プ 部 材 の 対 称 性 か ら 図 ６ に 示 す キ ャ ッ プ 部 材 １ ／ ４
部 分 の キ ャ ッ プ リ ブ 外 周 の 接 触 圧 分 布 の １ 例 を 表 し て い る 。 図 ６ に 示 す ６ １ は キ ャ ッ プ リ
ブ 長 辺 部 分 外 周 の 領 域 ， ６ ２ は キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状 部 分 外 周 の 領 域 ， ６ ３ は キ ャ ッ プ リ ブ
短 辺 部 分 外 周 の 領 域 で あ る 。 キ ャ ッ プ リ ブ 長 辺 部 分 外 周 の 領 域 ６ １ ， キ ャ ッ プ リ ブ 短 辺 部
分 外 周 の 領 域 ６ ３ は ， キ ャ ッ プ 部 材 １ ／ ４ 部 分 で あ る こ と か ら そ れ ぞ れ 実 際 の キ ャ プ リ ブ
長 辺 ， 短 辺 の 寸 法 の １ ／ ２ の 値 と な る 。 図 ７ に 示 す ７ １ は キ ャ ッ プ リ ブ 長 辺 部 分 の 領 域 ，
７ ２ は キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状 部 分 の 領 域 ， ７ ３ は キ ャ ッ プ リ ブ 短 辺 部 分 の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
キ ャ ッ プ 腰 部 分 の 腰 幅 が ， Ｌ １ ＝ Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ の 関 係 を 満 た し た キ ャ ッ プ 部 材 を 適 用
し た 従 来 構 成 の 装 置 で は ， 押 付 荷 重 ３ Ｎ に よ り ， イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る キ ャ ッ プ リ ブ 部
外 周 の 接 触 圧 分 布 は ， 図 ８ の よ う に な る 。 図 ８ に 示 す ８ １ は キ ャ ッ プ リ ブ 長 辺 部 分 の 領 域
， ８ ２ は キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状 部 分 の 領 域 ， ８ ３ は キ ャ ッ プ リ ブ 短 辺 部 分 の 領 域 で あ る 。 さ
ら に ， 前 記 に 示 す キ ャ ッ プ 腰 部 分 の 腰 幅 が ， Ｌ １ ＜ Ｌ ２ の 関 係 を 満 た し た キ ャ ッ プ 部 材 （
Ｌ １ ＝ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ ， Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ ） を 適 用 し た 従 来 構 成 の 装 置 で は ， 押 付 荷 重 ３ Ｎ
に よ り ， イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る キ ャ ッ プ リ ブ 部 の 接 触 圧 分 布 は ， 図 ９ の よ う に な る 。 図
９ に 示 す ９ １ は キ ャ ッ プ リ ブ 長 辺 部 分 の 領 域 ， ９ ２ は キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状 部 分 の 領 域 ， ９
３ は キ ャ ッ プ リ ブ 短 辺 部 分 の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の 本 発 明 の 構 成 で の キ ャ ッ プ リ ブ 部 外 周 の 接 触 圧 分 布 ， お よ び 従 来 構 成 で の キ ャ ッ プ
リ ブ 部 外 周 の 接 触 圧 分 布 を 比 較 す る た め の グ ラ フ を 図 １ ０ に 示 す 。 図 １ ０ に 示 す １ ０ １ は
， 本 発 明 の 構 成 Ｌ １ ＞ Ｌ ２ で の 接 触 圧 分 布 に お け る 最 大 値 と 最 小 値 の 差 ， １ ０ ２ は 従 来 の
構 成 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ で の 接 触 圧 分 布 に お け る 最 大 値 と 最 小 値 の 差 ， １ ０ ３ は 従 来 の 構 成 Ｌ １ ＜
Ｌ ２ で の 接 触 圧 分 布 に お け る 最 大 値 と 最 小 値 の 差 で あ る 。 キ ャ ッ プ 部 材 の ， キ ャ ッ プ リ ブ
短 辺 の 長 さ は ２ ． ５ ｍ ｍ ， キ ャ ッ プ リ ブ 長 辺 の 長 さ は １ ８ ． ４ ｍ ｍ ， キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状
部 の 曲 率 半 径 は １ ． ２ ５ ｍ ｍ で あ り ， す な は ち ， リ ブ 長 辺 の 長 さ が リ ブ 短 辺 の 長 さ の 約 ７
倍 の 形 状 と し た 場 合 の 例 で あ る 。 キ ャ ッ プ の 材 質 に は 塩 素 化 ブ チ ル を 用 い て い る 。 支 持 部
材 へ の 押 付 荷 重 は ３ Ｎ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＜ Ｌ ２ で あ る 従 来 構 成 （ Ｌ １ ＝ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ ， Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ ） で の
接 触 圧 の 最 大 値 と 最 小 値 の 差 １ ０ ３ が ０ ． １ ５ ２ Ｍ Ｐ ａ ， キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ で あ る
従 来 構 成 （ Ｌ １ ＝ Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ ） で の 接 触 圧 の 最 大 値 と 最 小 値 の 差 １ ０ ２ が ０ ． ０ ９
７ Ｍ Ｐ ａ で あ る の に 対 し ， キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＞ Ｌ ２ で あ る 本 発 明 の 構 成 （ Ｌ １ ＝ ０ ． ７ ５
ｍ ｍ ， Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ ） で は ， 最 大 値 と 最 小 値 の 差 １ ０ １ は ０ ． ０ ６ ３ Ｍ Ｐ ａ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 及 び 図 １ ０ よ り ， 従 来 の リ ブ 部 の 縦 横 比 が 異 な る 腰 型 キ ャ ッ プ で は イ ン ク 吐 出 面 へ の
押 付 け に よ っ て 生 じ る 接 触 圧 が リ ブ 部 Ｒ 形 状 部 分 ， 短 辺 部 分 で 高 く な る の に 対 し て ， 本 発
明 の キ ャ ッ プ 部 材 で は ， 短 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部 分 の 腰 幅 Ｌ １ を 長 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部 分 の
腰 幅 Ｌ ２ よ り 長 く し ， 短 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部 分 を 変 形 し や す い 構 造 と す る こ と で ， リ ブ 部
Ｒ 形 状 部 分 ， 短 辺 部 分 で の 接 触 圧 を 低 下 さ せ る こ と に よ り ， 均 一 な 接 触 圧 分 布 を 得 る こ と
の で き る 構 造 に な っ て お り ， 同 様 の 押 付 荷 重 に 対 し ， 本 発 明 の 構 成 の ほ う が 従 来 構 成 の 装
置 よ り も ， 均 一 な 接 触 圧 で ， イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 し て い る と 言 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た ， 図 １ ０ よ り ， キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＜ Ｌ ２ で あ る 従 来 構 成 で の 接 触 圧 の 最 小 値 が ０ ． １
６ ９ Ｍ Ｐ ａ ， キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ で あ る 従 来 構 成 で の 接 触 圧 の 最 小 値 が ０ ． １ ８ ５ Ｍ
Ｐ ａ で あ る の に 対 し ， キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＞ Ｌ ２ で あ る 本 発 明 の 構 成 で の 接 触 圧 の 最 小 値 は
０ ． １ ９ ７ Ｍ Ｐ ａ で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の こ と か ら ， 同 様 の 押 付 荷 重 に 対 し ， 本 発 明 の 構 成 で の 接 触 圧 の 最 小 値 は ， 従 来 構 成 で
の 接 触 圧 の 最 小 値 よ り も 大 き く ， 押 付 荷 重 を 低 減 さ せ た 場 合 に も ， 本 発 明 の 構 成 の 装 置 は
， 従 来 構 成 の 装 置 よ り も 少 な い 押 付 荷 重 で の イ ン ク 吐 出 口 の 密 封 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に ， 本 発 明 に よ れ ば ， イ ン ク 吐 出 面 と 密 接 す る キ ャ ッ プ リ ブ 部 分 に 短 辺
と 長 辺 お よ び コ ー ナ ー 部 に Ｒ 形 状 と を 有 し ， キ ャ ッ プ 腰 部 分 の リ ブ 短 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 が
リ ブ 長 辺 部 分 下 部 の 腰 幅 よ り も 大 き い 形 状 と し ， こ れ を キ ャ ッ プ 部 材 と し て 適 用 す る こ と
に よ り ， 少 な い 押 付 負 荷 で イ ン ク 吐 出 口 を 均 一 な 接 触 圧 で 密 封 す る こ と が で き ， 高 速 ， 高
精 度 ， 高 精 細 を 達 成 す る 長 尺 の 記 録 ヘ ッ ド に 対 し て ， 前 記 性 能 を 維 持 し た 状 態 で の イ ン ク
吐 出 口 の 密 封 を 可 能 と し た キ ャ ッ プ 部 材 ， お よ び こ れ を 用 い た イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 わ る キ ャ ッ プ 部 材 及 び キ ャ ッ プ 部 材 を 固 定 支 持 す る 支 持 部 材 の 斜 視 図
。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 わ る キ ャ ッ プ 部 材 及 び キ ャ ッ プ 部 材 を 固 定 支 持 す る 支 持 部 材 の Ｙ Ｚ 断
面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 わ る キ ャ ッ プ 部 材 及 び キ ャ ッ プ 部 材 を 固 定 支 持 す る 支 持 部 材 の Ｘ Ｚ 断
面 図 。
【 図 ４ 】 記 録 ヘ ッ ド ， キ ャ ッ プ 部 材 ， 及 び キ ャ ッ プ 支 持 部 材 の 構 成 図 。
【 図 ５ 】 キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＝ ０ ． ７ ５ ｍ ｍ ， Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 本 発 明 の キ ャ ッ プ 部
材 の 変 形 状 態 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の キ ャ ッ プ 部 材 １ ／ ４ 部 分 の 形 状 。
【 図 ７ 】 キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＝ ０ ． ７ ５ ｍ ｍ ， Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 本 発 明 の キ ャ ッ プ 部
材 で の キ ャ ッ プ リ ブ 部 外 周 の 接 触 圧 分 布 。
【 図 ８ 】 キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ ， Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 従 来 構 成 の キ ャ ッ プ 部
材 で の キ ャ ッ プ リ ブ 部 外 周 の 接 触 圧 分 布 。
【 図 ９ 】 キ ャ ッ プ 腰 幅 Ｌ １ ＝ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ ， Ｌ ２ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 従 来 構 成 の キ ャ ッ プ
部 材 で の キ ャ ッ プ リ ブ 部 外 周 の 接 触 圧 分 布 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 構 成 お よ び 従 来 構 成 で の キ ャ ッ プ 部 材 の キ ャ ッ プ リ ブ 部 外 側 の 接 触 圧
分 布 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 キ ャ ッ プ 部 材
１ ２ 　 支 持 部 材
１ ３ 　 キ ャ ッ プ 腰 部 分
１ ４ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 分
１ ５ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 長 辺
１ ６ 　 キ ャ ッ プ リ ブ Ｒ 形 状 部
１ ７ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺
２ １ 　 短 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部 分
３ １ 　 長 辺 側 の キ ャ ッ プ 腰 部 分
４ １ 　 キ ャ ッ プ 部 材
４ ２ 　 支 持 部 材
４ ３ 　 押 付 け 方 向
４ ４ 　 イ ン ク ヘ ッ ド
４ ５ 　 イ ン ク 吐 出 面
４ ６ 　 イ ン ク 吐 出 口
６ １ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 長 辺 部 分 外 周 の 領 域
６ ２ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 Ｒ 形 状 部 分 外 周 の 領 域
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６ ３ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺 部 分 外 周 の 領 域
７ １ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 長 辺 部 分 の 領 域
７ ２ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 Ｒ 形 状 部 分 の 領 域
７ ３ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺 部 分 の 領 域
８ １ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 長 辺 部 分 の 領 域
８ ２ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 Ｒ 形 状 部 分 の 領 域
８ ３ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺 部 分 の 領 域
９ １ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 長 辺 部 分 の 領 域
９ ２ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 Ｒ 形 状 部 分 の 領 域
９ ３ 　 キ ャ ッ プ リ ブ 部 短 辺 部 分 の 領 域
１ ０ １ 　 Ｌ １ ＞ Ｌ ２ で の 接 触 圧 分 布 に お け る 最 大 値 と 最 小 値 の 差
１ ０ ２ 　 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ で の 接 触 圧 分 布 に お け る 最 大 値 と 最 小 値 の 差
１ ０ ３ 　 Ｌ １ ＜ Ｌ ２ で の 接 触 圧 分 布 に お け る 最 大 値 と 最 小 値 の 差
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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